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◇お問い合わせ◇ ⼈吉市役所 復興局 復興⽀援課
地区別懇談会の開催のお知らせは、市ホーム

ページにも掲載しています。ホームページをご覧に

なれない方はお問い合わせください。

人吉市の復興まちづくり

地区別懇談会の開催状況と今後の予定について

●復興まちづくり計画とは
・復興計画を実現するために取り組むべき内容を検討・整理したものです。
・特に被害の⼤きい特定地域（重点地区）などを対象に、各地域の具体的な計画づくりを⾏います。
・住⺠主役の計画づくり（策定主体は主に住⺠）に対して、⾏政が⽀援し、計画策定をめざします。
・計画期間は、令和４〜９年度の概ね６年間です。（令和３年度からの⼀部実施も想定）

現在、懇談会では、取組の方針と具体の取組みについて検討を進めています。
検討中の主な取組の一部を、中面及び裏面でご紹介しています。

・甚⼤な被害や治水対策による影響が⼤きいなど、地区でまとまって問題解決
に取り組む必要性の高い地区を「重点地区」として位置づけ、それぞれの地
区ごとに「地区別懇談会」で話し合いを進めています。

・地区別懇談会での検討をもとに、具体的な復興まちづくりの取組を「復興ま
ちづくり計画」に反映していきます。

地区別懇談会
（課題の確認～

取組み方針の検討）

地区別懇談会
（取組内容の具体化）

地区別懇談会
（復興まちづくり計画
の取りまとめ）

校区別
座談会

・８月頃に、各地区の検討状況を共有する中間報告会を開催予定です。
・重点地区以外においても、８月を目途に校区別座談会を開催予定です。

●重点地区 ⼤柿地区、中神地区、温泉下林地区、薩摩瀬地区、左岸地区、中心市街地、青井地区、麓・老神地区

まちなかの復興まちづくりの取組方針（案）

地区別懇談会の取組状況のお知らせ
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復興まちづくり計画の策定に向けて

●検討状況

計画
策定

計画
の推進

７月４月 ９月〜

左図：
人吉市まちなかグランドデザイ
ンの方向（案）（中心市街地第
３回懇談会資料より）

視点１
住宅被害が甚大で、現在地での住宅再
建または移転の方向付けが必要な地区

視点２
避難のありかたを見直すことが必
要な地区

視点３
国・県の流域治水対策が示され、
市の相談・支援が必要な地区

懇談会は、対象地区にお住まい
の方や勤務されている方など、ど

なたでも参加できます

青井地区
青井阿蘇神社を中心とした
歴史文化・賑わいの形成

中心市街地
人吉市の中心地として
賑わい・活力を形成

麓町・老神地区
人吉城跡を中心とした
歴史・文化の拠点形成

各地区の懇談会での主なトピック

麓・老神地区は、球磨川や胸川による浸水の危険性に備えて、安全な避難所・避難場所
の確保や⼈吉城址周辺の活性化等に向けた取組を中心に検討を進めています。

□市街地の衰退の分析 □コミュニティの再生

□⼈吉城址周辺の活性化 □安全な避難場所・避難ルートの確保・確認

□地域性を踏まえた防災マップの作成 □防災意識の醸成、体制の強化

□情報発信機能の強化
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中心市街地は、⼈吉市の中心地として、賑わい・活力を形成するため、くらしの再生や避
難対策とともに、各町の特性を活かしたまちづくりの方針や具体の整備手法を中心に検討を
進めています。

□地区内の主要道路・避難路の整備、垂直避難ができる避難場所・車での避難場所の確保

□自助共助の避難体制の構築、来街者・観光客の避難誘導対策、実践的な避難訓練の実施

□避難所機能の充実、まちなかの防災・避難⽀援スペースの確保

□中心市街地のグランドデザインの作成～面的なまちづくりの実施、歴史的建物や路地空間
等を活かした街並み形成

□球磨川を活かしたまちづくり（親水空間の整備、発船場～城見庭園の拠点化）

青井地区は、中心地の⼀翼として、くらしの再建や避難対策とともに、青井阿蘇神社を中
心とした歴史文化を活かした賑わい形成の方策を中心に検討を進めています。

□地区の安全性向上に資する道路の整備(北部高台避難場所への避難路の整備、国道の整備)

□垂直避難や車移動に留意した避難場所の確保（避難場所の浸水対策、避難場所の協定）

□安全性を高める建て方の誘導、集会所等の再建、新規店舗の誘導、小河川氾濫や急傾斜地の対策

□青井阿蘇神社周辺の賑わい形成(公園や集客空間の整備、門前町としての整備、水辺の活用)

□良好な市街地環境形成(面的まちづくり手法等を活用した浸水対策と道路・公園・広場等の
充実)
□国道整備と連携した活気ある沿道市街地の形成(沿道への店舗誘導、歩⾏環境の充実)
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中心市街地、青井地区、麓・老神地区については、裏面をご覧ください。

⼤柿地区は、今次豪雨による被災状況
を踏まえ、住まいの再建やコミュニティ
の再生、農地の復旧、避難路・避難所の
見直し等の取組を中心に検討を進めてい
ます。また、流域治水（遊水地）につい
ては、国の検討状況を確認しています。

□安全性を高める住まいの再建方法の誘
導

□農地復旧・農業の継続

□安全な避難路の整備

□避難所の見直し・機能拡充

□防災情報の伝達機能強化

□地域特性を踏まえた地区防災計画、

マイ・タイムラインの作成

□治水対策（遊水地）に関する情報提供

中神地区は、今次豪雨による被災状況
を踏まえ、住まいの再建やコミュニティ
の再生、農地の復旧、避難路・避難所の
見直し等の取組を中心に検討を進めてい
ます。また、流域治水（遊水地）につい
ては、国の検討状況を確認しています。

□安全性を高める建て方の誘導

□農地復旧・農業の継続

□安全な避難路の整備

□避難所の見直し・機能拡充

□防災情報の伝達機能強化

□地域特性を踏まえた地区防災計画、

マイ・タイムラインの作成

□自助共助の避難体制の構築

□治水対策（遊水地）に関する情報提供

温泉下林地区は、球磨川・万江川や小
河川による浸水の危険性に備えて、「早
めの避難」など避難方法の見直し、コ
ミュニティの核となる場の再生等の取組
を中心に検討を進めています。

□安全性を高める建て方の誘導

□コミュニティの核としての集会所の再建

□観光資源としての温泉の復活

□農地の再生

□村山台地への避難路の整備

□安全な避難場所の整備

□防災情報の伝達機能強化

□地域特性を踏まえた地区防災計画、

マイ・タイムラインの作成

□内水対策の推進・促進

薩摩瀬地区は、球磨川や御溝川による
浸水の危険性があるため、避難方法の見
直しや地区内での緊急避難場所の確保、
住まいの再建における安全性の向上等の
取組を中心に検討を進めています。

□安全性を高める建て方の誘導

□公⺠館の再建

□地域特性を踏まえた地区防災計画、

マイ・タイムラインの作成

□防災情報の伝達機能強化

□緊急避難場所（災害公営住宅兼避難

ビル等）の整備

□自助共助の避難体制の構築

□継続的・定期的な避難訓練

□内水対策の推進・促進

左岸地区は、球磨川と支流、急傾斜地
に挟まれており、浸水と土砂災害の危険
性があるため、「早めの避難」の徹底や
「安全な避難」を実現するために必要と
なる取組を中心に検討を進めています。

□地区内の主要道路の整備（拡幅や急傾
斜地対策）

□堤防道路の避難路としての整備

□地域性を踏まえた防災マップの作成

□地域内への実績浸水深の表示

□情報発信機能の強化

□避難⽀援ツールの配備

□効果的な避難訓練の実施

□安全な避難場所、車での避難場所の確保

□矢黒第二排水樋管周辺の浸水対策

□西瀬コミュニティセンターの防災機能強化

各地区の復興まちづくりの取組方針（案）

各地区の
復興まちづくりの取組み方針（案）

※各地区の復興まちづくりの取組み方針は、以下の項目を基本と
しつつ、地区の特性・課題に応じて、主な取組みのメニューを
選択し、検討を進めています。

①被災者のくらし再建とコミュニティの再生
【住まい再建】【コミュニティ再生】

住まい再建における安全性の向上

コミュニティの再生

集会所等のコミュニティ拠点の再建

②力強い地域経済の再生
【生業再建】

まちなかの生業再生に向けた環境づくり

観光資源である”温泉”を活かしたまちづくり

人吉城址周辺の活性化

農地の再生による生業の再建

③災害に負けないまちづくり
【避難対策】

安全な避難路の整備

緊急避難場所の整備

複数の避難場所の確保

「安全な避難」のための「平常時の準備」

適切な情報発信の実施

地域性を踏まえた自助共助の避難誘導体制の構築

避難所の見直し

避難所の機能拡充

避難所・自主避難所の運営方法の検討

【復興まちづくり】

地域特性を活かした魅力ある復興まちづくりの推進

一体的な復興まちづくり方針の共有

人が集い、過ごす風景の再生

【治水・土砂災害対策】

内水対策、排水対策の推進・促進

急傾斜地対策

※流域治水プロジェクト各地区の懇談会での主なトピック

「地区別懇談会」で検討中の内容をお知らせします。
ご関心のある方は、ぜひ次回の懇談会にご参加ください！

土地利用の方向性（案）

宝来町、相良町、

上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町
西間下町、矢黒町、下戸越町

中神町城本、段、馬場、

下原田町瓜生田
下林町、中林町、温泉町中神町⼤柿、小柿


